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事 業 活 動 に 係 る 法 令 の 遵 守 の 状 況

「地球をきれいに」をモットーに、環境問題としては最も身近な産業廃棄物を安
全かつ適正な処理をすることにより、地域の人々が安心して暮らせる豊かな環境
づくりに貢献します。
そのために、関連する環境法規・法令及び組織が同意するその他の要求事項を遵
守し、継続的改善と汚染の予防に努めます。

環境に配慮した事業活動を自主的に進めていくため
の目標（以下「目標」という。）

産業廃棄物の燃焼に伴い発生する排ガス、残渣物について、大気
汚染防止法等で定められている法基準値を大幅に下回る自主基準
値を設定、それを遵守している。
また、事業活動に係るその他の法規・法令についても遵守してい
る。

目標を達成するための取組の成果及び当該成果に対
する評価

2016年度は、全ての項目について目標を達成した。特に、RPF施設と焼却
施設の省エネを目的とした設備投資の効果が大きく、電力原単位を大幅
に低減できた。
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環境マネジメントシステムの評価及び見直しの内容

環境マネジメントシステムの評価は、毎月実施。見直しは、必要に応じて、毎年
3月に実施している。
2017年度よりISO14001:2015改訂版に移行。これを機に、現状の経営実態に沿っ
たマネジメントシステムに大幅に変更した。

目 標 を 達 成 す る た め の 取 組 の 進 捗 状 況

2016年度は、全ての取組みを計画通り実施した。2017年度につい
ても、全ての取組みを計画通り実施できている。
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　京都市地球温暖化対策条例第２２条第２項の規定により報告します。
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・省資源・省エネルギーの促進
・産業廃棄物の減量化と無害化のさらなる推進
・処理プロセスで発生する①排ガス・ばいじんの減量化とクリーン度の
向上②浮遊粉じんの減量化③排熱の有効利用促進
・建機・車両による排ガスと騒音の低減
・サイト環境美化
・施設見学を含む環境啓蒙活動への協力

目 標 を 達 成 す る た め の 取 組 の 内 容

・電力原単位低減の措置
・運転状況の監視
・メンテナンスによる設備の状況把握
・受入廃棄物の適正化
・5S活動
・施設見学の受入

（ 宛 先 ） 京 都 市 長
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